
申し込み・問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

③

昨年は、西米良村の特産
品ほおずきを使ったアー
ト体験がありました

姉妹都市・宮崎県西
にし

米
め

良
ら

村
　1506（文亀元）年、菊池一族の第22代・能

よし

運
ゆき

が、内乱に
よる一族根絶の危機を憂い、一子を米良に落ち延びさせ
たことが米良菊池氏の由来といわれています。そのような
歴史的背景を元に、1983（昭和58）年、旧菊池市と姉妹都
市を締結。合併後の2006（平成18）年には、改めて姉妹
都市の締結を調印しました。
　市民間での交流を目的に、毎年、本市から交流団を派遣
しています。同村の歴史や文化を学んだり、盛んに行われ
ている神楽や民話を体験したりしています。菊池市とのつ

ながりについても学
んでいます。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　第4㈫（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513
菊池市ふるさと創生市民広場の利用を制限します
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、市
民広場内の遊具や大屋根広場のテーブル・椅子の貸出利
用を休止します。ご理解とご協力をお願いします。

◆ 絵画連作 ◆
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第 一 章

　菊池川流域は、菊池一族とその関係者が統治して治
安を安定させていました。そのため、大型船が菊池川
を遡上して菊池へ物資を運び入れるようなことが持続
的に可能だったのでしょう。当時は水量も現在とは比べ
物にならないほど多く、菊池川を多くの商船が行き交っ
たに違いありません。その経済力は、後に明の使者が
大宰府の懐

かね

良
なが

親
しん

王
のう

を日本国王と間違えたほどでした。

其の12  菊池川の船運
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地
を
寄
進
し
て
建
立
さ
れ
た
鳳ほ

う

儀ぎ

山ざ
ん

聖
護
寺
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
曹
洞
宗

の
高
僧
で
あ
る
大だ

い

智ち

禅
師
を
招
い
て

建
て
ら
れ
た
寺
で
、
武
重
も
こ
の
寺

で
熱
心
に
修
行
し
、
一
族
の
心
の
拠

り
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
武
重
の

制
定
し
た
『
菊
池
家
憲
』
の
中
に
も
、

「
仏
教
の
正
し
い
教
え
と
共
に
一
族
の

長
い
繁
栄
を
願
う
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
戦
乱
の
続
く

世
の
中
に
あ
っ
て
、
聖
護
寺
の
教
え

は
一
族
団
結
の
た
め
の
鎹

か
す
が
いと

し
て
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

武
重
の
死
後
も
、
14
代
武た

け

士ひ
と

な
ど

武
重
の
弟
た
ち
が
聖
護
寺
の
教
え
を

精
神
的
支
柱
に
し
て
い
た
様
子
が
記

録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 　

一
族
と
聖
護
寺
の
関
係
を
一
変
さ

せ
た
の
は
、
15
代
武た

け

光み
つ

で
し
た
。
幼

少
の
頃
、
大
き
な
恩
を
受
け
た
博
多

の
大た

い

方ほ
う

元げ
ん

恢か
い

和
尚
を
菊
池
に
呼
び
寄

せ
て
、
臨
済
宗
の
熊ゆ

う

耳じ

山ざ
ん

正
観
寺
を

開
き
、
菊
池
の
仏
教
信
仰
の
中
心
は

正
観
寺
に
移
り
ま
し
た
。
武
光
は
更

に
、
禅
宗
の
「
五
山
制
度
」
を
菊
池

に
取
り
入
れ
、
領
主
と
し
て
の
権
威

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
聖
護
寺
の

教
え
の
下
に
一
族
の
繁
栄
が
あ
る
と

し
て
い
た
武
重
の
時
代
と
は
、
考
え

方
が
大
き
く
異
な
る
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
大
智
禅
師
は
武
光
の
時
代
に

菊
池
を
去
り
、
玉
名
の
広
福
寺
に
移

り
ま
し
た
。

　

武
光
が
五
山
と
し
て
制
定
し
た
の

は
、
輪わ

足た
る

山
東
福
寺
（
亘
）、
無む

量り
ょ
う

山

西
福
寺
（
西
寺
）、手ち

ょ
う

水ず

山
南
福
寺
（
出

田
）、
袈け

裟さ

尾お

山
北
福
寺
（
袈
裟
尾
）、

九き
ゅ
う

儀ぎ

山
大
琳
寺
（
大
琳
寺
）
で
、
正

観
寺
を
五
山
の
上
と
位
置
付
け
ま
し

た
。
五
山
の
禅
僧
は
勤
行
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
住
民

の
教
化
も
行
う

文
化
の
伝
達
者

と
い
う
側
面
も

あ
り
、
菊
池
の
文

教
を
担
う
存
在

と
な
り
ま
し
た
。

菊
池
一
族
の
信
仰

　
菊
池
一
族
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
は
、

菊
池
川
流
域
を
中
心
に
１
０
０
カ
所

以
上
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
中
で
も
、
領
地
支
配
と
信
仰
の

関
係
性
に
お
け
る
大
き
な
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
時
期
の
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

聖し
ょ
う

護ご

寺じ

　

信
仰
が
一
族
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
例
と
し
て
は
、
13
代
武た

け

重し
げ

が
土

熊耳山正観寺

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　㈪（祝日の場合は翌日）

切り絵展「中
なか

山
やま

博
ひろし

とそのグループ」
　切り絵の白黒とカラー作品を約50点展示します。新人
を含めて7人の展示です。 ※状況により休館の場合あり
期　間　6月2日㈫～28日㈰　
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